
大阪で開催された近畿決起集会に参加しました。各県の比例・選挙区予定候補の決意表明の

後、宮本たけし衆議院議員が「必ず勝利するために、共にたたかう」と述べた後、大門みきし

参議院議員が、「療養中も神さまが枕元に立って『パナマ～』という（笑）。パナマ文書は8,9

年前から孤軍奮闘、自分が取り上げてきたこと。経済問題で引き続きがんばる」とあいさつし

ました。続いて、市田忠義副委員長が「一度は退任するとしたが、慰留

を受けた。6年後は党創立100年になる。その時まで、頑張る」と決意

を語り、その後、今の情勢について、これからの活動について、話しま

した。

日本共産党を伸ばして、野党共闘を成功させることが確かな道となる

と、最後に団結ガンバロウを行い、元気いっぱい、集会は終わりました。

日本共産党市議会議員 松坂みち子の活動報告
ご意見など、ぜひお寄せ下さい。
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こんにちは 松坂みち子 です

連
休
に
入
っ
た
ば
か
り
の
４
月
末
日
、

高
校
の
ク
ラ
ス
同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
後
、
何
回
か
同
窓
会
は
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
私
は
一
度
も
参
加
し
た
こ

と
が
な
く
今
回
が
初
め
て
で
、
４
２
年

ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。

元
同
級
生
の
名
前
が
ほ
と
ん
ど
思
い

出
せ
ず
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ク
ラ
ス
写

真
を
コ
ピ
ー
し
て
持
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
４
２
年
間
の
変
化
は
確
認
で
き
た

も
の
の
、
記
憶
を
呼
び
戻
す
ま

で
に
は
い
か
ず
、
３
、
４
人
を

除
い
て
は
初
対
面
同
様
で
し
た
。

先
生
も
参
加
さ
れ
、
現
在
７

４
才
、
大
好
き
な
数
学
を
今
も

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
。
と
い
う
こ
と
は
、

当
時
は
３
２
才
。
先
生
、
若
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

姫
路
城
が
目
の
前
に
見
え
る

お
店
で
し
た
。
一
次
会
だ
け
の
参
加
で

は
高
校
時
代
に
戻
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が

つ
き
な
い
…
と
ま
で
は
い
か
ず
残
念
。

今
回
は
翌
日
の
予
定
が
あ
っ

た
の
で
仕
方
な
い
け
ど
、

次
の
機
会
は
余
裕
を
持
っ

て
参
加
し
、
お
城
も
歩
い

て
み
よ
う
、
二
次
会
も
い

こ
う
と
、
ひ
と
り
決
意
し

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

日本共産党後援会 近畿決起集会開催

みち子のひとりごと

同窓会

4月16日、「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合わかやま」は、①安全

保障関連法の廃止、②集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回、③日本の政治に立憲主義

と民主主義を取り戻す、の３項目の政策で和歌山選挙区候補に、由良登信（ゆらたかのぶ）

弁護士を推薦することを決定し、5月6日、無所属で参院選に立候補することを記者会見を

行い、表明しました。「市民連合」は４野党に由良氏への推薦依頼を行っています。

日本共産党和歌山県委員会は、坂口多美子党県平和・くらし委員長について参院和歌山

選挙区ではなく、参院比例代表として立候補していくと発表しました。

弁護士ゆら登信（たかのぶ）さん
「市民連合わかやま」が記者会見

参院選
和歌山選挙区



私
は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
、
参
議
院
選
挙
の

和
歌
山
選
挙
区
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
「
市
民
連
合
わ
か
や
ま
」
が
由
良
登
信

さ
ん
の
立
候
補
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
り
、
比

例
代
表
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
決
意
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
間
、
和
歌
山
県
中
を
回
る
な
か
で
、
統

一
候
補
を
願
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
き
ま
し

た
。
安
保
法
制
・
戦
争
法
の
廃
止
と
立
憲
主
義

回
復
と
い
う
国
民
的
大
義
の
も
と
で
、
今
ま
で

に
な
い
多
く
の
方
と
力
を
合
わ
せ
、
野
党
共
闘

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
き
た
私
と
し

て
は
、
こ
の
大
き
な
前
進
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

私
は
今
後
も
変
わ
ら
ず
、
野
党
の
共
同
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

日
本
共
産
党
の
議
席
を
大
き

く
伸
ば
す
た
め
に
、
全
力
挙

げ
て
頑
張
り
ぬ
く
決
意
で
す
。

引
き
続
く
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こんにちは松坂みち子です No.271

こ
ん
に
ち
は

坂
口
多
美
子
で
す

映画会 日本と原発 ４年後
５月２２日（日）２回上映

午前１０時～ 午後１時３０分～
男女共生推進センター６F（あいあいセンター内）

入場料 前売り・当日どちらも ５００円
高校生以下無料

主催：「日本と原発 ４年後」和歌山上映実行員会

０７３－４８８－７３５５

「頭にくるやら、あきれるやらで…」。

市役所から送られてきた高齢者向け

臨時給付金の案内を読んだ読者から、こんな感

想が寄せられてきました▼まず給付金の説明で

す。「『一億総活躍社会』の実現に向け、賃金

引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者への支

援によるアベノミクスの成果の均てんの観点や

…」。えっ、いつ賃上げの恩恵があったの、ア

ベノミクスの成果ってどこに？▼「均てん」と

はだれもが等しく利益を受けられるという意味。

一回限りの３万円の支給が株で大もうけした人

たちと同じだとでも。もう、いちいちひっかか

る。「高齢者世帯の年金も含めた所得全体の底

上げを図る観点に立ち…」とも▼もともと、こ

の給付金は安倍政権が消費税大増税と年金削減

を押し付けながら、支援を名目に支給するもの。

大層な理由をつけても増税されればすぐに吹き

飛んでしまいます。物価が上がっても年金は抑

えられ、医療や介護の負担増で生活は苦しくな

るばかりなのに▼公明党が盛んに宣伝する「軽

減税率」と同じで、支援や消費の下支えにもな

らない偽りの対策。しかも申請期間が参院選と

重なるとあって、〝買収〟ではないかとの声も

▼一人区での野党統一候補の擁立が大勢になり、

対決構図が鮮明になった参院選。相手も危機感

を募らせ、あの手この手で、有力とされる７月

１０日の投票日まであと２カ月余。こちらもや

るべきことをやりつくして。〝ばらまき〟では

なく、国民一人ひとりが大切にされる政治に道

を開くためにも。

2016.5.7付しんぶん赤旗より

潮流


